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熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集
会
議
・
専
門
部
会
　
報
告

（
平
成
二
七
年
一
月
〜
一
二
月
）　

Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

　
平
成
二
六
年
度
第
二
回　

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
日
時
　
平
成
二
七
年
三
月
二
五
日(

水)

午
後
二
時
〜

　
場
所
　
熊
谷
市
立
商
工
会
館
　
二
‐
三
会
議
室

【
概
要
】

１
　
審
議
事
項

　
①
「
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
答
申
）

・
平
成
二
六
年
八
月
五
日
の
第
一
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に

お
い
て
教
育
委
員
会
よ
り
諮
問
が
行
わ
れ
、
各
専
門
部
会
や

市
史
編
集
会
議
に
お
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け

て
作
成
さ
れ
た
答
申
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
回
一
致

に
て
承
認
さ
れ
た
。

・
市
史
編
さ
ん
大
綱
の
変
更
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り

（
大
綱
に
つ
い
て
は
『
熊
谷
市
史
研
究
』
創
刊
号
参
照
）

発
行
期
間
を
平
成
一
九
年
〜
平
成
四
四
年
と
す
る
。

・
右
に
従
い
、
刊
行
計
画
、
年
次
計
画
を
以
下
の
と
お
り
変

更
す
る
。

【
刊
行
計
画
】

・
報
告
書
に
つ
い
て
、
中
世
石
造
物
を
二
冊
、
仏
像
・
仏
画

を
三
冊
と
す
る
。
新
た
に「
熊
谷
市
史
報
告
書
」を
刊
行
す
る
。

【
年
次
計
画
】

・
資
料
編
３
〜
５
（
近
世
―
刊
行
年
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
二

年
・
三
五
年
・
三
八
年
と
す
る
。

・
資
料
編
６
〜
８
（
近
代
・
現
代
）―
刊
行
年
を
そ
れ
ぞ
れ

平
成
三
〇
年
・
三
四
年
・
三
七
年
と
す
る
。

・
通
史
編
１
〜
３
―
刊
行
年
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
九
年
、
四

〇
年
・
四
一
年
と
す
る
。
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・
別
編
（
自
然
編
）
３
（
地
形
地
質
）、
４
（
動
物
）。
５
（
植

物
）―
刊
行
年
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
九
年
、
四
二
年
、
四
二

年
と
す
る
。

・
別
編
６
（
地
誌
）
―
刊
行
年
を
平
成
四
三
年
と
す
る
。

・
普
及
版
―
刊
行
年
を
平
成
四
四
年
と
す
る
。

・
報
告
書
（
中
世
石
造
物
）
―
刊
行
年
を
平
成
三
〇
年
・
三

三
年
と
す
る
。

・
報
告
書
（
仏
像
・
仏
画
）―
調
査
期
間
を
平
成
三
九
年
度

ま
で
と
し
、
一
冊
目
の
刊
行
年
を
平
成
三
一
年
と
す
る
。

・
資
料
の
増
大
に
伴
う
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
や
年
次
計
画
延
長
に

伴
う
編
集
委
員
の
後
継
問
題
に
つ
い
て
、
充
分
な
対
策
を
と

る
よ
う
付
帯
意
見
が
付
さ
れ
た
。

※
な
お
、
答
申
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
一
日
の
教
育
委
員
会

に
提
出
さ
れ
、
大
綱
の
一
部
変
更
が
行
わ
れ
た
。

　
②
別
編
２ 

妻
沼
聖
天
山
の
建
築
の
刊
行
に
つ
い
て

・
発
行
部
数
（
三
千
部
）
に
つ
い
て
、
増
や
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

２
　
報
告
事
項

　
①
熊
谷
市
史
編
集
会
議
・
専
門
部
会
活
動
報
告
に
つ
い
て

・
各
委
員
、
事
務
局
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
会
に
つ
い
て

の
報
告
を
行
っ
た
。

②
事
務
局
が
行
っ
た
基
礎
調
査
等
に
つ
い
て

③
刊
行
物
の
販
売
、
広
報
活
動
等
に
つ
い
て

④
「
資
料
編
１ 

考
古
」
の
刊
行
に
つ
い
て

　
な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
二
七
年
八
月
一
日
よ
り
、
次

の
方
々
に
市
史
編
さ
ん
委
員
を
委
嘱
し
た
。

　
閑
野
　
高
広
　
　（
市
議
会
議
員
）

　
松
本
　
富
男
　
　（
市
議
会
議
員
）

　
小
野
　
美
代
子
　（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
飯
塚
　
好
　
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
柿
沼
　
幹
夫
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
北
村
　
行
遠
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
宮
瀧
　
交
二
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
村
田
　
安
穗
　
　（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

　
平
井
　
加
余
子
　（
市
民
団
体
の
代
表
）

　
野
口
　
幸
雄
　
　（
市
民
団
体
の
代
表
）

　
鶴
田
　
幸
子
　
　（
公
募
に
よ
る
市
民
）
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Ⅱ
　
熊
谷
市
史
編
集
会
議
報
告

　
日
時
　
平
成
二
七
年
三
月
一
〇
日
（
日
）
午
後
二
時
〜

　
場
所
　
熊
谷
市
役
所
　
会
議
室
三
〇
二

【
概
要
】

１
　
経
過
報
告

・
平
成
二
六
年
度
編
さ
ん
委
員
会
報
告

・
平
成
二
五
年
度
編
集
会
議
報
告

２
　
市
史
編
さ
ん
大
綱
の
変
更
に
つ
い
て

　
答
申
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
以
下
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
発
刊
期
間
が
延
び
る
の
で
、
調
査
史
料
の
間
口
を
広
げ
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
史
料
調
査
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
。

・
中
世
石
造
物
や
仏
像
・
仏
画
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
刊
行

が
「
通
史
編
１
」
発
行
の
後
に
な
る
が
、
成
果
を
通
史
編
に

も
反
映
で
き
る
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・
自
然
編
に
つ
い
て
は
、
刊
行
年
が
後
に
な
る
こ
と
か
ら
、
他

団
体
と
の
連
携
も
考
慮
に
入
れ
、
デ
ー
タ
等
を
収
集
す
べ
き

で
あ
る
。

　
以
上
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
答
申
案
に
つ
い
て
の
賛
同
を
得
た
。

３
　
各
専
門
部
会
活
動
報
告

４
　
事
務
局
が
行
う
基
礎
調
査
等
の
活
動
報
告

５
　
啓
発
活
動
に
つ
い
て

６
　
平
成
二
七
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

７
　「
別
編
２ 

妻
沼
聖
天
山
の
建
築
」
の
編
集
に
つ
い
て

８
　「
資
料
編
１ 

考
古
」
の
刊
行
に
つ
い
て

９
　
熊
谷
市
史
研
究
、
熊
谷
市
市
報
告
書
に
つ
い
て

（
文
責
　
蛭
間
　
健
悟
）
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Ⅲ
　
専
門
部
会
報
告

一
　
考
古
専
門
部
会

　
考
古
専
門
部
会
長
　
柿
沼
　
幹
夫
　

一
　
考
古
資
料
編
の
刊
行

　
平
成
二
七
年
三
月
二
五
日
付
を
も
っ
て
、『
熊
谷
市
史
　
資
料

編
１
　
考
古
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
平
成
二
〇
年
度
以
来
、
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
調
査
・
執
筆
、

校
正
を
行
い
、
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

執
筆
者
の
各
委
員
、
資
料
所
蔵
者
等
関
係
各
位
の
ご
尽
力
、
ご
協

力
に
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

二
　
通
史
編
上
執
筆
に
向
け
て
の
作
業
開
始

１
　
担
当
（
考
古
・
古
代
・
中
世
）
専
門
部
会
長
会
議
の
開
催

① 

平
成
二
七
年
三
月
五
日
（
木
）
　
熊
谷
市
役
所
三
階
会
議

室
三
〇
二

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
　
平
成
二
七
年
度
調
査
執
筆
、
平
成

二
八
年
度
執
筆
・
編
集
、
平
成
二
九
年
度
校
正
・
刊
行

・
章
・
目
・
節
・
見
出
し
の
検
討

② 

平
成
二
七
年
八
月
四
日
（
火
）
　
熊
谷
市
立
図
書
館
四
階
第

二
講
座
室

執
筆
期
限
　
平
成
二
八
年
三
月
か
ら
連
休
明
け

執
筆
要
項
に
つ
い
て
　
章
・
節
・
見
出
し
、
小
見
出
し
。

２
　
通
史
編
上
巻
執
筆
者
会
議
の
開
催
　
平
成
二
七
年
一
一
月
二

二
日
（
日
）
熊
谷
市
立
図
書
館
第
二
講
座
室

考
古
部
会
長
（
柿
沼
）
が
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の

概
要
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
、
そ
の
後
、
吉
田
稔
、
関
義
則
専
門

調
査
員
か
ら
、
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
の
執
筆
主
旨

を
説
明
。
な
お
、
考
古
部
会
の
井
上
尚
明
専
門
調
査
員
は
古
代
部

会
、
浅
野
晴
樹
専
門
調
査
員
は
中
世
部
会
に
加
わ
り
、
考
古
学
が

得
意
と
す
る
生
活
と
文
化
の
項
を
執
筆
す
る
。

三
　
考
古
専
門
部
会
の
開
催

①
平
成
二
六
年
度
第
三
回
　
平
成
二
七
年
度
一
月
二
五
日
（
日
）

　
資
料
編
１
の
口
絵
写
真
、
執
筆
者
全
員
の
校
了
確
認
。『
通
史

編
上
』
の
章
目
立
て
の
準
備
。

②
平
成
二
七
年
度
第
一
回
　
平
成
二
七
年
五
月
一
〇
日
（
日
）

　
通
史
編
執
筆
に
向
け
て
の
協
議
。

・
体
裁
、
執
筆
要
項
に
つ
い
て
。
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・
新
た
な
調
査
と
し
て
、
レ
プ
リ
カ
・
セ
ム
法
に
よ
る
弥
生
時

代
の
穀
物
栽
培
の
特
定
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
特
別
調
査
員

と
し
て
遠
藤
英
子
氏
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
。

③
平
成
二
七
年
度
第
二
回
　
平
成
二
七
年
九
月
一
三
日
（
日
）　

市
立
図
書
館
四
階
第
二
講
座
室

・
執
筆
要
項
の
確
認
、
章
目
立
て
・
コ
ラ
ム
の
頁
数
等
の
確
認
。

・
追
加
・
補
足
調
査

　
弥
生
土
器
の
レ
プ
リ
カ
・
セ
ム
法
に
よ
る
穀
物
同
定

　
縄
文
中
期
土
器
の
種
子
痕
同
定
、
河
川
の
流
路
に
関
す
る
国
土

　
基
本
図
に
よ
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
要
検
討
。

四
　
弥
生
土
器
の
穀
物
圧
痕
の
レ
プ
リ
カ
採
取
、
穀
物
同
定
調
査

　
　
の
実
施

　
遠
藤
英
子
特
別
調
査
員
に
よ
る
レ
プ
リ
カ
採
取
と
セ
ム
に
よ
る

同
定
を
行
っ
た
。
実
施
遺
跡
は
、
横
間
栗
、
飯
塚
北
、
古
宮
、
北

島
２
次
、
前
中
西
２
次
、
円
山
、
白
草
。
な
お
、
池
上
遺
跡
は
、

実
施
済
み
で
あ
る
。

二
　
古
代
専
門
部
会

古
代
専
門
部
会
長
　
宮
瀧
　
交
二

　　
平
成
二
七
年
度
の
古
代
専
門
部
会
は
、
い
よ
い
よ
平
成
二
九
年

度
に
迫
っ
た
『
熊
谷
市
史
　
通
史
編
・
上
巻
（
原
始
・
古
代
・
中

世
）』（
以
下
、『
通
史
編
』と
す
る
）
の
刊
行
に
向
け
て
の
準
備
作
業

を
継
続
し
た
。

　
年
間
を
通
し
て
部
会
構
成
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、『
通
史
編
』
の
刊

行
に
向
け
て
、
当
該
地
域
の
古
代
史
に
関
す
る
資
料
・
情
報
の
収

集
及
び
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
の
把
握
に
努
め
た
。

　
ま
ず
五
月
一
五
日
に
は
大
東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
部
会
会
議
を
開
催
し
、
昨
年
度
に
決
定
し
た
目
次
案
の
再
検

討
作
業
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
四
日
に
は
、
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
会
議
室
に
お

い
て
考
古
専
門
部
会
及
び
中
世
専
門
部
会
と
の
合
同
部
会
長
会
議

を
開
催
し
、
各
部
会
が
決
定
し
た
目
次
案
を
上
手
く
接
続
さ
せ
る

た
め
の
調
整
作
業
等
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
三
部
会
の
全
構
成
員

が
執
筆
作
業
に
入
る
前
に
、
相
互
に
持
つ
情
報
を
共
有
し
、
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
も
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
承
け
て
、
一
一
月
二
二
日
に
は
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
会
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議
室
に
お
い
て
三
部
会
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
各
執
筆
者
が

個
別
に
執
筆
の
方
針
・
概
要
等
を
紹
介
し
た
後
、
相
互
に
質
問
や

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
席
上
、
文
献
史
料
の
不
足
か

ら
十
分
な
通
史
叙
述
が
望
め
な
い
と
の
声
も
出
さ
れ
た
が
、
文
献

史
料
が
現
存
し
な
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
当
該
地
域
に
歴
史
す
な

わ
ち
人
々
の
暮
ら
し
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は

な
く
、
考
古
資
料
や
古
美
術
資
料
と
い
っ
た
諸
資
料
が
そ
の
穴
を

埋
め
る
場
合
も
あ
り
、
執
筆
担
当
者
は
自
ら
の
専
門
分
野
に
籠
城

す
る
こ
と
な
く
、
他
の
専
門
分
野
の
研
究
成
果
を
も
十
分
に
吸
収

し
、
時
に
は
隣
接
地
域
に
お
け
る
研
究
成
果
を
も
駆
使
し
て
こ
の

熊
谷
市
域
の
通
史
叙
述
に
臨
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
確
認
し

た
。

三
　
中
世
専
門
部
会

中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修
　

１
　
専
門
部
会
会
議
の
開
催

①
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
六
月
二
八
日
、
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　「
市
史
編
さ
ん
大
綱
の
変
更
」
に
伴
う
刊
行
年
等
の
変
更
に
つ

い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
拠
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
次
い
で
、
本
の
体
裁
や
編
集
事
項
、
表
記
方
法
等
に
つ
い
て
審

議
を
行
っ
た
。
ま
た
、
章
・
節
・
項
の
検
討
を
行
い
、
全
体
の
大

ま
か
な
枠
組
み
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
歴
史
事
象
の

取
扱
い
方
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

②
第
二
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
二
日
、
市
立
熊
谷
図
書
館
）

　
通
史
編
上
巻
執
筆
者
会
議
終
了
後
、
中
世
担
当
の
編
集
委
員
が

集
ま
り
検
討
を
行
っ
た
。

　
本
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
見
出
し
に
つ
き
六
〇
〇
字
〜

一
千
字
程
度
と
幅
を
持
た
せ
、
二
見
出
し
に
一
つ
程
度
、
写
真
や

図
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　
見
出
し
案
を
つ
き
あ
わ
せ
た
こ
と
で
生
じ
た
問
題
点
等
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
た
。
多
く
の
小
武
士
団
が
乱
立
す
る
こ
と
が
中

世
熊
谷
の
特
徴
で
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
今
会
議
以
降
、
各
委
員
が
見
出
し
案
の
修
正
等
を
行
っ
た
。



 110 

熊谷市史研究　第8号

２
　
中
世
石
造
物
調
査

①
現
地
調
査

　
市
域
全
体
を
対
象
と
し
、
未
調
査
地
点
と
再
調
査
地
点
の
現

地
確
認
を
行
っ
た
。
編
集
委
員
・
協
力
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
終

了
し
、
第
一
次
集
計
デ
ー
タ
の
結
果
等
か
ら
、
報
告
書
事
項
の
具

体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
事
務
局
で
集
計
し
た
全
体

の
概
要
は
、
全
四
八
三
地
点
で
、
板
碑
一
六
三
六
基
、
五
輪
塔

一
一
七
九
点
、
宝
篋
印
塔
三
九
四
点
（
部
材
を
含
む
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
六
月
以
降
、
再
調
査
及
び
未
調
査
地
点
約
四
〇
カ
所
の
再
確
認

を
事
務
局
で
進
め
、
所
在
確
認
の
で
き
た
約
五
〇
基
を
追
加
し
た
。

ま
た
、
逸
亡
資
料
に
つ
い
て
は
、
小
沢
國
平
寄
贈
資
料（
熊
谷
図
書

館
蔵
）
の
古
写
真
な
ど
か
ら
利
用
で
き
る
も
の
を
検
討
し
加
え
た
。

②
調
査
会
議

ア．

第
一
回
会
議
（
平
成
二
七
年
四
月
二
六
日
）

報
告
書
の
体
裁
・
刊
行
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

イ．

第
二
回
会
議
（
平
成
二
七
年
九
月
二
六
日
）

第
一
次
集
計
デ
ー
タ
を
配
布
後
に
開
催
し
た
。
報
告
書
の

体
裁
と
報
告
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
全
編
集
委
員
・

協
力
員
が
、
報
告
事
項
の
執
筆
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

四
　
近
世
専
門
部
会

近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

近
世
部
会
で
は
、
平
成
二
七
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、
平
成
二
六

年
度
第
三
回
部
会
、
平
成
二
七
年
度
第
一
回
部
会
、
第
二
回
部
会

を
開
催
し
た
。
平
成
二
七
年
度
は
あ
と
一
回
の
部
会
を
予
定
し
て

い
る
。
以
下
、
部
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

平
成
二
六
年
度
第
三
回
近
世
部
会
（
平
成
二
七
年
三
月
一
三
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
妻
沼
小
島
の
野
村
弘
家
文
書
、

上
根
の
大
性
寺
文
書
の
二
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
現
在

調
査
中
の
文
書
群
に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を

は
じ
め
三
三
件
の
報
告
を
う
け
た
。
昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中

の
古
文
書
も
多
い
も
の
の
、
専
門
部
会
の
要
望
に
応
え
つ
つ
優
先

順
位
の
高
い
文
書
か
ら
整
理
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
に
受

け
入
れ
を
し
た
文
書
群
と
し
て
、
下
奈
良
の
小
林
武
雄
家
文
書
ほ

か
七
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
古
文
書

調
査
の
進
捗
状
況
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
具
体
的
な
構
成
案
を
提
示

す
る
方
向
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
来
年
度
の
調
査
に
つ
い
て

　
遠
隔
地
の
調
査
と
し
て
、
長
崎
県
島
原
市
の
松
平
家
文
書
の
調

査
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、
次
回
の
部
会
ま
で
に
所
蔵
先
を
含

め
て
調
査
の
具
体
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
県
立
農
業
大
学
校
へ
の
出
講
に
つ
い
て

　
近
世
部
会
宛
に
、
農
業
大
学
校
で
開
講
し
て
い
る
「
郷
土
史
」

に
出
講
依
頼
が
あ
り
、
石
山
委
員
が
担
当
す
る
方
向
で
調
整
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
七
年
度
第
一
回
近
世
部
会
（
平
成
二
七
年
七
月
一
五
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
玉
井
の
井
上
紘
子
家
文
書
は

じ
め
五
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
現
在
調
査
中
の
文
書
群

に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を
は
じ
め
三
七
件
の

報
告
を
う
け
た
。
昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
点
数
も
相
当
多
い
た
め
専
門
部
会
の
要
望

に
応
え
つ
つ
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
新
た
に
受
け
入
れ
を
し

た
文
書
群
と
し
て
、
久
下
の
戸
森
茂
秋
家
文
書
ほ
か
四
件
と
、
古

書
店
よ
り
の
購
入
文
書
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
旧
大
里

町
所
蔵
の
村
史
編
さ
ん
資
料
が
見
つ
か
り
、
そ
の
整
理
に
つ
い
て

の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
担
当
者

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
細

野
委
員
よ
り
、
資
料
編
（
妻
沼
）
に
つ
い
て
、
聖
天
堂
に
関
わ
る

史
料
と
、
編
さ
ん
中
の
建
築
編
と
の
重
複
を
避
け
、
な
る
べ
く
建

築
編
を
前
提
と
し
た
構
成
で
調
整
す
る
よ
う
提
案
が
あ
り
、
そ
の

方
向
で
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
古
文
書
所
在
調
査
に
つ
い
て

　
遠
隔
地
の
調
査
計
画
と
し
て
、
長
崎
県
島
原
市
の
松
平
家
文
書

に
つ
い
て
、
事
前
に
埼
玉
県
立
文
書
館
や
国
会
図
書
館
な
ど
で
調

査
を
行
い
、
本
光
寺
・
常
盤
歴
史
資
料
館
で
閲
覧
及
び
撮
影
を
お

こ
な
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
　
　

・
県
立
農
業
大
学
校
へ
の
出
講
に
つ
い
て

前
回
の
部
会
で
、
依
頼
の
あ
っ
た
「
郷
土
史
」
へ
の
出
講
に
つ
い

て
、
石
山
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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平
成
二
七
年
度
第
二
回
近
世
部
会
（
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
九
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　
編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
現
在
調
査
中
の
文
書
群
に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫

家
文
書
は
じ
め
三
九
件
の
ほ
か
、
旧
大
里
町
の
村
史
編
さ
ん
資
料

の
説
明
が
あ
っ
た
。
新
規
に
受
け
入
れ
を
し
た
文
書
群
で
は
、
三

件
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
古
文
書
所
在
調
査
に
つ
い
て

　
遠
隔
地
の
調
査
と
し
て
、
忍
領
関
係
で
常
盤
歴
史
資
料
館
へ
の

調
査
日
程
が
、
二
月
二
六
日
〜
二
八
日
の
三
日
間
と
決
定
さ
れ
た
。

・
通
史
編
の
体
裁
に
つ
い
て

　
通
史
編
上
巻
の
執
筆
要
項
の
作
成
に
と
も
な
い
、
近
世
部
会
に

お
い
て
も
、
時
代
区
分
等
の
基
本
的
事
項
の
確
認
お
よ
び
検
討
が

な
さ
れ
、
資
料
編
の
構
成
と
合
わ
せ
て
継
続
し
て
検
討
す
る
方
向

で
部
会
内
の
了
承
を
得
た
。

　

五
　
近
代
専
門
部
会

近
代
専
門
部
会
長
　
村
田
　
安
穗
　

１
　
平
成
二
六
年
度
第
二
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
三
月
一
五
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
市
史
編
さ
ん
大
綱
の
変
更
案
を
事
務
局
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、

資
料
編
（
妻
沼
地
域
）
は
部
会
要
望
通
り
変
更
な
し
で
、
資
料
編

（
熊
谷
地
域
）、
通
史
編
下
（
近
代
・
現
代
）
は
刊
行
年
度
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
を
承
認
し
た
。
農
業
大
学
校
授
業
依
頼
を
受
け
、
部

会
で
は
重
田
正
夫
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。
通
史
編

体
裁
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
審
議
を
行
い
部
会
で

の
意
見
を
事
務
局
に
提
示
し
た
。
各
委
員
の
活
動
状
況
を
報
告
し

あ
い
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。
事
務
局
活
動
報
告
を
受
け
、
元

素
楼
関
係
文
書
の
史
料
集
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
担
当
の
老
川
慶

喜
委
員
へ
相
談
す
る
旨
を
指
示
し
た
。
午
前
中
は
希
望
者
に
よ
る

妻
沼
展
示
館
で
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

２
　
平
成
二
七
年
度
第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
六
月
二
〇
日
、
本
庁
舎
）

　
各
委
員
よ
り
推
薦
の
あ
っ
た
特
別
調
査
員
に
つ
い
て
審
議
を
行
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い
、
三
名
の
委
嘱
に
つ
い
て
部
会
で
了
承
し
た
。
資
料
編
（
妻
沼

地
域
）
の
刊
行
日
程
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
史
料
選
定
を
早

急
に
実
施
す
る
べ
く
、
各
委
員
よ
り
史
料
リ
ス
ト
を
事
務
局
に
提

出
す
る
こ
と
と
し
た
。
熊
谷
市
史
料
集
二
の
進
捗
状
況
報
告
を
事

務
局
よ
り
受
け
、
凡
例
、
内
容
細
目
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

各
委
員
よ
り
担
当
分
野
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
、
情
報
の
共
有

を
図
っ
た
。
事
務
局
活
動
報
告
を
受
け
、
史
料
リ
ス
ト
作
成
の
た

め
諸
家
文
書
目
録
の
最
新
版
作
成
を
事
務
局
に
要
望
し
た
。
午
前

中
は
希
望
者
に
よ
る
妻
沼
展
示
館
で
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

３
　
平
成
二
七
年
度
第
二
回
近
代
専
門
部
会
会
議

　
　
　
　
　（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
三
日
、
熊
谷
図
書
館
）

　
資
料
編
目
次
に
沿
っ
て
作
成
し
た
史
料
リ
ス
ト
案
を
も
と
に
審

議
を
行
っ
た
。
事
務
局
へ
は
リ
ス
ト
体
裁
の
要
望
を
伝
え
、
部
会

で
は
収
集
済
の
写
真
を
も
と
に
、
選
定
史
料
、
目
次
項
目
の
精
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
特
別
調
査
員
三
名
の
担
当
箇
所
に
つ

い
て
も
審
議
し
、
各
専
門
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

資
料
編
刊
行
日
程
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
筆
耕
依
頼
に
む
け
て

筆
写
要
項
の
作
成
を
事
務
局
に
依
頼
し
た
。
熊
谷
市
史
料
集
二
の

進
捗
状
況
及
び
、
事
務
局
の
活
動
報
告
を
受
け
た
。

六
　
現
代
専
門
部
会

現
代
専
門
部
会
長
代
理
　
高
橋
　
信
之

１
　
平
成
二
六
年
度
第
三
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
三
月
八
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
事
務
局
よ
り
今
後
の
刊
行
計
画
に
つ
い
て
、
現
代
部
会
関
係
で

は
資
料
編
（
妻
沼
編
）
は
従
来
通
り
刊
行
す
る
こ
と
が
、資
料
編
（
熊

谷
編
）
及
び
通
史
編
は
刊
行
年
を
一
年
延
期
す
る
案
を
考
え
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
引
き
続
い
て
元
妻
沼
町
長
増
田
家
の
資

料
に
つ
い
て
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。
各
委
員
の
調
査
進
捗
状
況

の
報
告
の
後
、
今
後
の
調
査
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
各
種

統
計
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
今

後
も
検
討
し
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
農
業
大
学
校
か
ら
依
頼

の
講
師
派
遣
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
な

お
、
午
前
中
は
市
史
編
さ
ん
室
に
あ
る
文
書
類
の
資
料
調
査
を
実

施
し
た
。

２
　
平
成
二
七
年
度
第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
四
月
二
六
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
通
史
編
体
裁
の
審
議
を
行
い
、
部
会
で
の
意
見
を
事
務
局
に
具
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申
し
た
。
農
業
大
学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
た
講
師
の
件
は
、
高
橋

信
之
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。
各
委
員
の
活
動
状
況

を
報
告
し
あ
い
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。
事
務
局
活
動
報
告
で

は
、
本
庁
舎
か
ら
移
管
さ
れ
廃
棄
と
な
っ
た
永
年
保
存
文
書
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
永
続
的
な
保
管
場
所
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
、
新
聞
記
事
調
査
に
つ
い
て
も
、
事
務
局
に
対
し
て
継

続
的
調
査
の
お
願
い
を
し
た
。
な
お
、
午
前
中
は
市
史
編
さ
ん
室

に
あ
る
文
書
類
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

３
　
平
成
二
七
年
度
第
二
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
七
月
五
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
資
料
編
（
妻
沼
地
域
）
刊
行
日
程
の
説
明
を
受
け
、史
料
の
カ
ー

ド
化
や
、
筆
耕
依
頼
に
つ
い
て
の
協
議
を
し
た
。
本
年
度
は
資
料

編
（
妻
沼
地
域
）
掲
載
史
料
の
提
出
を
行
い
、
史
料
決
定
の
段
階

で
解
説
頁
数
を
確
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
新
聞
記
事
調
査
に

つ
い
て
は
、
記
事
目
録
刊
行
目
安
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
資
料

編
（
妻
沼
地
域
）
に
も
活
用
し
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
事

務
局
活
動
報
告
を
受
け
、
農
地
改
革
で
関
連
の
あ
る
諸
家
の
連
絡

を
事
務
局
に
依
頼
し
て
、
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
午
前

中
は
市
史
編
さ
ん
室
に
あ
る
文
書
類
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

４
　
平
成
二
七
年
度
第
三
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
八
日
、
妻
沼
展
示
館
）

　
資
料
編
の
調
査
カ
ー
ド
の
審
議
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
事
務

局
案
の
カ
ー
ド
を
印
刷
し
て
次
回
会
議
ま
で
に
準
備
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
史
料
筆
耕
に
関
し
て
は
、
委
員
で
担
当
す
る
史
料
・

解
説
部
分
も
あ
る
た
め
、
筆
写
・
執
筆
要
項
の
作
成
を
事
務
局
に

依
頼
し
た
。
各
委
員
担
当
分
野
史
料
の
提
示
を
行
い
、
情
報
の
共

有
を
図
っ
た
。
事
務
局
活
動
報
告
を
受
け
、
部
会
で
調
査
し
た
刊

行
物
、
大
里
か
ら
移
管
さ
れ
た
農
地
解
放
文
書
の
整
理
・
保
存
を

お
願
い
し
た
。
ま
た
、
担
当
分
野
ご
と
に
資
料
収
集
の
依
頼
を
行

い
、
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
で
の
刊
行
物
調
査
等
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
午
前
中
は
市
史
編
さ
ん
室
に
あ
る
文
書
類
の

資
料
調
査
を
実
施
し
た
。

七
　
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
専
門
部
会

　
平
成
二
七
年
度
は
、
本
専
門
部
会
の
担
当
巻
に
あ
た
る『
熊
谷
市

史 

別
編
２
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
』
の
刊
行
年
度
で
あ
る
。
部
会
活

動
も
、
そ
の
執
筆
・
編
集
な
ど
の
作
業
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
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以
下
に
、開
催
し
た
会
議
・
打
ち
合
わ
せ
を
示
す
。

・
平
成
二
七
年
三
月
一
九
日
　
第
三
回
専
門
部
会
会
議

（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
平
成
二
七
年
四
月
五
日
　
第
一
回
建
築
部
門
担
当
者
打
合
せ

（
鴻
巣
市
）

・
平
成
二
七
年
四
月
二
八
日
　
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
平
成
二
七
年
五
月
一
三
日
　
第
二
回
専
門
部
会
会
議

（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
平
成
二
七
年
五
月
二
七
日
　
第
三
回
専
門
部
会
会
議

（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
平
成
二
七
年
八
月
二
六
日
　
第
四
回
専
門
部
会
会
議

（
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
平
成
二
七
年
一
二
月
二
七
日 

第
二
回
建
築
部
門
担
当
者
打
合
せ

（
鴻
巣
市
）

　
専
門
部
会
会
議
を
五
回
、
打
合
せ
を
二
回
行
っ
た
。
本
巻
は
、

建
築
担
当
者
（
内
海
勝
博
専
門
調
査
員
）
と
歴
史
担
当
者
（
石
山

秀
和
専
門
調
査
員
・
細
野
健
太
郎
専
門
調
査
員
）
で
分
担
執
筆
し

て
お
り
、
合
同
で
会
議
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
特

に
個
別
に
実
務
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。

　
建
築
担
当
者
は
、
わ
か
り
や
す
い
構
成
と
文
章
に
つ
い
て
検
討

し
、
写
真
や
図
版
の
配
置
な
ど
を
相
談
し
た
。
一
方
、
歴
史
担
当

者
は
、
別
冊
史
料
集
の
構
成
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
章
節
立

て
間
の
調
整
な
ど
を
検
討
し
た
。
年
度
の
後
半
は
、
各
担
当
と
も

に
、
執
筆
・
校
正
作
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
個
別
の
内
容
に

つ
い
て
踏
み
込
ん
で
調
整
を
し
た
。
校
正
作
業
も
佳
境
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
当
専
門
部
会
の
大
河
直
躬
専
門
部
会
長
が
、
平
成
二
七

年
九
月
一
三
日
に
享
年
八
六
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
た
。
亡
く
な
る
数
ヶ

月
前
に
、
体
調
不
良
を
押
し
て
原
稿
を
御
執
筆
い
た
だ
き
、
御
提

出
い
た
だ
い
た
。
当
巻
の
序
論
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
み
な
ら
ず
、
歓
喜
院
聖
天
堂
の
保

存
修
理
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
長
年
に
っ

わ
た
り
当
市
の
事
業
に
御
指
導
・
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。
長
年
の

ご
功
績
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
た
い
。

（
文
責
　
市
史
編
さ
ん
室
事
務
局
）
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八
　
仏
像
調
査
専
門
部
会

仏
像
調
査
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一
　
　

　
平
成
二
四
年
よ
り
調
査
を
開
始
し
、
平
成
二
七
年
は
四
年
目
と

な
る
。
今
年
は
、
旧
熊
谷
市
域
北
部
を
中
心
と
し
た
地
域
の
調
査

を
行
っ
た
。
ま
た
、
妻
沼
歓
喜
院
（
三
日
間
）
や
下
奈
良
集
福
寺

（
二
日
間
）
な
ど
大
規
模
な
寺
院
の
調
査
も
行
っ
た
。
月
に
一
回
、

一
日
一
〜
三
か
寺
の
ペ
ー
ス
で
調
査
を
行
い
、
合
計
一
〇
日
間
、

一
二
の
寺
院
と
御
堂
、
集
会
所
等
を
訪
問
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
七

月
六
日
に
は
、
大
規
模
な
調
査
が
予
想
さ
れ
る
常
光
院
、
一
乗
院

に
事
前
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し

た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
一
年
間
で
約
四
〇
〇
点
の
仏
像
・

仏
画
等
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
調
査
前
の
各
寺
院
と
の
交
渉
は
坂
東
隆
秀
委
員
、
調
査

後
の
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
の
整
理
は
西
口
由
子
委
員
が
行
っ
た
。

　
平
成
二
七
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
玉
井
玉
井
寺
（
二
月
一
八
日
）

２
　
中
奈
良
國
性
寺
（
二
月
一
八
日
）

３
　
下
奈
良
集
福
寺 

①
（
祖
師
堂
・
仏
殿
）（
三
月
一
六
日
）

４
　
村
岡
集
会
所
（
旧
観
音
寺
）（
四
月
二
七
日
）

５
　
下
川
上
自
治
会
館
（
四
月
二
七
日
）

６
　
下
奈
良
集
福
寺 

②
（
本
殿
）（
五
月
二
九
日
）

７
　
妻
沼
歓
喜
院 

①
（
六
月
一
七
日
）

８
　
下
奈
良
観
音
寺
（
七
月
二
九
日
）

９
　
下
奈
良
利
永
寺
（
七
月
二
九
日
）

10
　
四
方
寺
蓮
華
院
（
七
月
二
九
日
）

11
　
村
岡
高
雲
寺
（
九
月
二
八
日
）

12
　
妻
沼
歓
喜
院 

②
（
一
〇
月
一
四
日
）

13
　
妻
沼
歓
喜
院 

③
（
一
一
月
一
八
日
）

14
　
上
之
一
乗
院
（
一
二
月
一
四
日
）

　
な
お
、
就
職
等
に
よ
り
数
名
の
協
力
員
が
辞
任
し
た
た
め
、
今

年
度
よ
り
、
大
海
奈
緒
子
氏
、
萬
納
恵
介
氏
、
久
我
理
子
氏
、
斉

藤
汐
里
氏
を
新
た
に
協
力
員
に
委
嘱
し
た
。

　
最
後
に
、
調
査
先
寺
院
・
自
治
会
関
係
者
各
位
の
多
大
な
る
御

協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


